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鶴岡市環境保全型農業推進計画
策定しました

■問本所農政課☎内線556

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■問＝問合せ　■申＝申込み　■他＝その他　HP＝ホームページ

環境保全型農業を進め、有機・特別栽培と慣行栽培の面積割合を
現在の３：７から５：５へと、有機・特別栽培の割合を高めます

【具体的取り組み】

【目指す将来像】 ▷全ての農業者が環境保全型農業を実践する地域
▷環境に優しく良質な農作物の生産が拡大する地域
▷多様な生態系の維持保全による環境に優しい地域

お祭り等で火気器具を使用する場合、消火器と届出が必要です
鶴岡市火災予防条例が改正

■申消防本部予防課☎22‐8332

　夏はお祭りなど、来場者が多く集まるイベントが行
われますが、このときに、火災が発生すると大きな災
害につながります。そこで、このような催しで火気器
具を使用する場合、消火器の準備と事前届出が「鶴岡
市火災予防条例」で義務化されました。詳しくは市HP
「消防本部」をご覧ください。

■多数の来場者が集まるイベントとは
祭礼や花火大会、展示会など一定の場所に多くの人が

集まることで混雑が生じ、火災発生時
に危険性が高まる催し。近親者のバー
ベキューなど個人的な催しは対象外
■火気器具とは
液体・固体・気体燃料を使用する器具、電気を熱源
とする器具、その他火災の発生のおそれがある器具
■準備する消火器
使用する火気器具等の種別や周囲の可燃物等に応じ
た腐食や破損のない消火器

2

生時
バー
外

１.生産の振興　‐環境保全型農業の全市的な推進‐
　▷有機・特別・減農薬栽培等の全市的取り組みと栽培技術の普及
　　…技術講習会などの実施、エコファーマーの促進
　▷生産体制の整備
　　…情報窓口のネットワーク強化、農薬飛散防止、耕作放棄地の解消
　▷堆肥の活用による土づくりの強化
　　…適正な施肥管理の啓発、堆肥センター等体制整備、堆肥散布の促進
　▷有機農業の取り組みの推進
　　…有機栽培の実証・展示圃（ほ）の設置、技術公開への支援
２.販売消費の振興　‐環境に優しい鶴岡産農作物ブランドの確立‐
　▷環境保全型農業を軸としたブランドの確立
　　…生産・流通・消費者等での検討組織の立ち上げ
　▷市農産物認定認証事業の維持と差別化
　　…認定認証事業のＰＲとブランド展開への活用
３.未来志向の振興　‐次代に向けた啓発と生物多様性の保全‐
　▷消費者や子供が親しみやすい環境づくり
　　…消費者へのＰＲイベント、出前教室等の実施
　▷生物多様性保全、循環型農業のための取り組み
　　…冬期たん水・簡易ビオトープの設置、漂着枯葉等未利用資源の活用

　環境保全型農業は、環境への負荷を軽減し、生物多
様性の保全に役立てることに加え、良質な農作物を供
給する産地としてのイメージを高め、安全な農産物を
求める消費者ニーズに応えるための有効な取り組みで
す。

　本市は「鶴岡市環境保全型農業推進計画」（計画
期間：平成30年度まで）を策定し、環境に優しく
安全・安心な鶴岡産農作物の産地づくりに努め、生
産と消費の拡大を目指します。
　計画の内容は市HP「農政課」をご覧ください。

３

　

　

目標
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鶴岡市地球温暖化対策実行計画　平成25年度報告
結果報告

■問本所環境課☎内線720

荘内病院職員募集（看護師・薬剤師）【平成27年４月１日採用予定】
職員募集

■問荘内病院総務課☎26‐5111内線6341

■募集職種（募集人員）・受験資格
▷看護師（10人程度）…昭和45年４月２日以降に生
まれ、看護師免許を取得している方及び平成27年４
月までに取得見込みの方
▷薬剤師（若干）…昭和55年４月２日以降に生まれ、
薬剤師免許を取得している方及び平成27年４月まで
に取得見込みの方

■試験日時・会場
▷１次試験…９月21日○日午前10時・同院
▷２次試験…１次試験合格者を対象に11月下旬予定

■申込み受付
▷８月４日○月～29日○金に、申込書を同院総務課へ（郵

送の場合は８月29日までの消印有効）
▷市HP「電子申請」からも手続きができます

■試験案内・申込書等の交付
▷同院総務課及び本所職員課で交付
▷郵便で請求する場合は、封筒の表に「試験案内請　
求」と朱書きし、返信用封筒（宛先を明記したＡ４
判用の角形２号封筒。折り畳んでも構いません）、
140円分の切手、応募職種・連絡先を記入したメモ
を同封して、同院総務課（〒997‐8515市内泉町４
‐20）へ　
▷市HP「職員採用情報」及び
同院HP「職員募集」からダウ
ンロードすることもできま
す

■同計画が対象とする範囲区分と内訳
①市長部局…市役所、消防本部、コミセン等集会施　
　設、その他各施設及び公用車の業務
②教育委員会…各学校施設、小真木原公園等、同委
　員会が所管する施設及び公用車の業務
③荘内病院…荘内病院、湯田川温泉リハビリテーシ
　ョン病院、荘内看護専門学校及び公用車業務

■市の業務による温室効果ガス排出量の比較
　　　　　　　　　　　　　　　（単位：t－CO2）

　本市は、地球温暖化の原因となる温室効果ガスの削
減に向けて昨年７月に策定した「第２次鶴岡市地球温
暖化対策実行計画」に基づき、市役所等の全ての業務
に伴う温室効果ガスの排出量を、平成25年度～29年
度の５年間で、平均５％（22年度比）削減すること
を目標に、具体的な取り組みを進めています。
　第２次計画の初年度となる25年度は、22年度と比

べ６.13％を削減しました。これは、東日本大震災
後に全国的に意識が高まった節電等の省エネ対策が
定着したことや、雪の少ない冬だったことなどが要
因と考えられます。
　市ではこの結果を踏まえて、26年度以降も温室
効果ガス排出量の５％削減を維持できるよう、引き
続き節電と省エネに努めます。

増減率＝（平成25年度排出量－22年度排出量）
÷22年度排出量×100

➡
６.13%減少

区分 平成22年度 平成25年度 増減率
① 27,888.3 25,993.6 － 6.79％
② 10,895.1 10,040.9 － 7.84％
③ 7,116.9 7,049.9 － 0.94％
合計 45,900.3 43,084.4 － 6.13％
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円　

▽
市
民
税
課
税
世
帯
で
生
計
中
心
者
が

所
得
税
非
課
税
…
月
額
５
、
０
０
０
円　

▽

生
計
中
心
者
の
所
得
税
が
６
万
円
未
満
…
月

額
２
、
０
０
０
円　

■申
本
所
福
祉
課
☎
内
線

１
３
０
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

▼
共
通　

■
助
成
対
象
品　

紙
お
む
つ
、
尿

取
り
パ
ッ
ド
、
使
い
捨
て
手
袋
、
お
尻
拭
き

■
助
成
方
法　

注
文
を
受
け
た
助
成
対
象
品

を
市
の
登
録
業
者
が
配
達　

■他
受
給
者
へ
通

知
書
を
送
付
し
て
い
ま
す

国
民
健
康
保
険
証
が
新
し
く

な
り
ま
す

　

現
在
お
持
ち
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は
８

月
31
日
○日
で
す
。
９
月
１
日
○月
か
ら
使
用
す

る
保
険
証
は
、
世
帯
主
宛
に
家
族
分
を
ま
と

め
て
８
月
31
日
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。
期
限

の
切
れ
た
保
険
証
は
破
棄
す
る
か
、
本
所
国

保
年
金
課
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課

に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
新
し
い
保
険
証
が
届
い
た
ら

▽
記
載
内
容
に
間
違
い
が
な
い
か
確
認
し
、

間
違
い
が
あ
る
と
き
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い

▽
９
月
以
降
に
医
療
機

関
等
で
受
診
す
る
際
は
、

必
ず
新
し
い
保
険
証
を

提
示
し
て
く
だ
さ
い

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
７
８
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

国
民
年
金
の
付
加
年
金
制
度

に
つ
い
て

　

定
額
の
国
民
年
金
保
険
料
（
平
成
26
年
度

は
月
額
１
万
５
、
２
５
０
円
）
に
、
付
加
保

険
料
（
月
額
４
０
０
円
）
を
上
乗
せ
し
て
納

め
た
方
が
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
時
に
、

納
め
た
月
数
×
２
０
０
円
の
金
額
を
加
算
し

て
受
け
取
る
制
度
で
す
。
例
え
ば
、
20
年
間

付
加
保
険
料
を
納
め
る
と
、
12
か
月
×
20
年

×
２
０
０
円
で
、
年
額
4
万
８
、
０
０
０
円

を
上
乗
せ
し
て
受
け
取
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
を
繰
り
上
げ
、
ま

た
は
繰
り
下
げ
受
給
す
る
場
合
は
、
付
加
年

金
も
繰
り
上
げ
、
ま
た
は
繰
り
下
げ
に
な
り
、

受
け
取
る
金
額
は
、
老
齢
基
礎
年
金
と
同
率

で
減
額
ま
た
は
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る

方
は
、
付
加
年
金
に
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

子
育
て
・
教
育

特
別
児
童
扶
養
手
当
・
児
童
扶
養

手
当
の
26
年
度
定
時
届
の
提
出
を

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
・
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
方
は
、
毎
年
現
況
の
届
出
を

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
方

に
は
通
知
書
を
送
り
ま
す
の
で
、
期
間
内
に

忘
れ
ず
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
届
出
期
間　

特
別
児
童
扶
養
手
当
…
８
月

11
日
○月
〜
９
月
10
日
○水　

児
童
扶
養
手
当
…

８
月
1
日
○金
〜
29
日
○金　

■
届
出
先　

本
所

子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
５
１
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

▼
特
設
受
付
会
場
を
設
け
ま
す　

■日
８
月
14

日
○木
〜
20
日
○水
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

（
土
曜
・
日
曜
日
除
く
）　

■場
市
役
所
本
所
６

階
大
会
議
室

市
政

「
創
造
支
援
事
業
計
画
」
が

認
定
さ
れ
ま
し
た

　

本
市
は
、
産
業
競
争
力
強
化
法
に
基
づ
く

「
創
業
支
援
事
業
計
画
」
を
策
定
し
、
国
の

認
定
を
受
け
ま
し
た
。
創
業
・
開
業
を
お
考

え
の
方
や
創
業
・
開
業
間
も
な
い
方
に
対
し
、

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
や
資
金
調
達
な
ど

に
つ
い
て
、
関
係
機
関
が
連
携
し
て
支
援
を

行
い
ま
す
。
具
体
的
な
支
援
策
や
優
遇
制
度

な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
商
工
課
☎
内
線
５
９
３
ま
た
は
庄
内

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２
０
０
へ

福
祉
・
年
金
・
医
療

家
族
介
護
者
支
援
事
業　
　

協
力
温
泉
施
設
募
集

　

重
度
要
介
護
者
を
自
宅
で
介
護
し
て
い
る

家
族
へ
、
日
頃
の
介
護
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
に

温
泉
入
浴
券
の
贈
呈
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
温
泉
入
浴
券
利
用
に
ご
協
力
い
た
だ
け

る
温
泉
施
設
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
要
件　

本
市
に
入
湯
税
を
申
告
し
て

い
る
温
泉
施
設　

■申
８
月
15
日
○金
ま
で
本
所

長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３
ま
た
は
各
地
域

庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

高
齢
者
へ
長
寿
の
お
祝
い

　

長
寿
の
お
祝
い
の
年
齢
に
あ
た
る
方
へ
、

９
月
下
旬
頃
ま
で
に
賀
詞
や
祝
品
を
お
届
け

し
ま
す
。

■対
・
■内
数
え
歳
88
歳
の
方
（
米
寿
。
昭
和
２

年
生
ま
れ
）
…
市
か
ら
賀
詞
（
鶴
岡
地
域
の

み
。
温
海
地
域
は
９
月
の
敬
老
会
で
贈
呈
。

そ
の
他
の
地
域
は
贈
呈
済
み
）　

数
え
歳
99

歳
の
方
（
白
寿
。
大
正
５
年
生
ま
れ
）
…
県

知
事
か
ら
賀
詞　

満
１
０
０
歳
の
方
（
大
正

３
年
４
月
１
日
〜
大
正
４
年
３
月
31
日
生
ま

れ
）
…
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
祝
状
と
記
念
品

■問
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
８
２

寝
た
き
り
高
齢
者
等
・
障
害（
児
）者
へ
の
紙

お
む
つ
支
給
制
度
が
９
月
に
変
わ
り
ま
す

▼
寝
た
き
り
高
齢
者
等　

■対
次
の
全
て
に
該

当
す
る
方　

①
65
歳
以
上
ま
た
は
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
る
40
歳
〜
64
歳　

②
在
宅
等

で
介
護
を
受
け
て
い
る
常
時
失
禁
状
態
の
寝

た
き
り
高
齢
者
等　

③
本
人
の
市
民
税
が
非

課
税　

■
助
成
限
度
額　

▽
介
護
保
険
料

１
・
２
段
階
…
月
額
７
、
０
０
０
円　

▽
同

３
・
４
段
階
…
月
額
５
、
０
０
０
円　

▽
同

５
・
６
段
階
…
月
額
２
、
０
０
０
円　

■申
各

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
本
所
長
寿
介
護

課
☎
内
線
１
９
３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民

福
祉
課
へ　

▼
障
害
（
児
）
者　

■対
次
の
全
て
に
該
当
す

る
方　

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２

級
、
療
育
手
帳
Ａ
に
該
当
す
る
及
び
特
定
の

難
病
の
指
定
を
受
け
て
い
る
、
ま
た
は
こ
れ

ら
と
同
程
度
の
障
害
が
あ
り
常
時
失
禁
状
態

に
あ
る
寝
た
き
り
の
方　

②
３
歳
以
上
65
歳

未
満
（
40
歳
〜
64
歳
で
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
方
除
く
）　

③
世
帯
の
生
計
中
心
者

の
前
年
分
所
得
税
が
６
万
円
未
満　

■
助
成

限
度
額　

▽
市
民
税
非
課
税
世
帯
で
生
計
中

心
者
が
所
得
税
非
課
税
…
月
額
７
、
０
０
０
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来
春
小
学
校
入
学
予
定
者
の

健
康
診
断
を
行
い
ま
す

　

受
付
時
間（
午
後
）や
会
場
等
は
、
９
月
上

旬
に
郵
送
す
る
案
内
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■対
平
成
20
年
4
月
2
日
〜
21
年
4
月
1
日

生
ま
れ
の
来
春
小
学
校
入
学
予
定
者
（
東

日
本
大
震
災
で
の
避
難
な
ど
本
市
に
住
所

が
な
い
児
童
も
受
診
が
必
要
で
す
）　

■問
学

校
教
育
課（
櫛
引
庁
舎
）☎
57
‐
４
８
６
５

生
活
・
そ
の
他

荘
内
病
院
の「
理
容
室
」営
業

者
を
募
集
し
ま
す

■
募
集
施
設　

荘
内
病
院
９
階
理
容
室　

■対

市
内
に
本
店
、
支
店
、
営
業
所
を
有
す
る
企

業
ま
た
は
個
人　

■申
８
月
1
日
○金
〜
25
日
○月

に
応
募
書
類
を
同
院
総
務
課
☎
26
‐
５
１
１

１
内
線
６
３
３
４
へ　

■他
応
募
書
類
は
８
月

１
日
か
ら
同
課
で
配
布

優
れ
た
技
能
を
持
つ
方
を  

募
集
し
ま
す

　

本
市
は
毎
年
、
優
れ
た
技
能
を
持
つ
方
を

卓
越
技
能
者
と
し
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。
あ

な
た
の
周
り
の
技
能
者
を
ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
技
能
者　

①
15
年

以
上
の
経
験
を
持
ち
、
今
も
そ
の
職
業
に
従

事　

②
技
能
を
通
じ
て
労
働
者
の
地
位
向
上

及
び
産
業
発
展
に
寄
与
し
、
他
の
技
術
者
の

模
範
に
な
っ
て
い
る　

■申
９
月
12
日
○金
ま
で

推
薦
書
を
本
所
商
工
課
☎
内
線
５
６
５
へ　

■他
募
集
要
項
及
び
推
薦
書
は
市
HP「
商
工
課
」

取
引
や
証
明
に
使
用
す
る 

計
量
器（
は
か
り
）の
定
期
検
査

　

計
量
法
に
よ
っ
て
定
期
検
査
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

■場
・
■日
羽
黒
体
育
セ
ン
タ
ー
…
９
月
２
日
○火

藤
島
庁
舎
バ
ス
車
庫
棟
…
３
日
○水　

櫛
引
庁

舎
車
庫
棟
…
４
日
○木　

朝
日
庁
舎
車
庫
棟
…

５
日
○金　

鼠
ケ
関
青
少
年
海
洋
セ
ン
タ
ー
…

８
日
○月　

温
海
庁
舎
…
９
日
○火　

■時
午
前
11

時
〜
午
後
２
時
30
分　

■
検
査
手
数
料　

１

台
２
５
０
円
〜
３
、
２
０
０
円　

■問
各
地
域

庁
舎
産
業
課（
羽
黒
庁
舎
は
観
光
商
工
室〈
い

で
は
文
化
記
念
館
〉）

平
成
26
年
全
国
消
費
実
態
調
査

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

９
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
実
施
さ
れ
る
こ

の
調
査
は
、
家
計
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
調
査
結
果
は
国
や
地
方
公
共

団
体
の
各
種
行
政
施
策
や
消
費
・
経
済
の
分

析
の
た
め
の
貴
重
な
資
料
と
な
り
ま
す
。

■
対
象
地
区　

三
和
町
、
日
枝
字
鳥
居
上
、

日
枝
字
海
老
島
、神
明
町
、桜
新
町
、城
北
町
、

高
坂
字
三
ケ
水
口
、
三
瀬
、
東
荒
屋
、
常
盤

木
字
木
原　

■問
本
所
政
策
企
画
課
☎
内
線
５

２
９
ま
た
は
櫛
引
庁
舎
総
務
企
画
課
☎
内
線

２
１
７
へ

住
居
表
示
実
施
地
区
で
建
物
を

新
築
・
改
築
し
た
方
は
届
出
を

　

住
居
表
示
実
施
地
区
の
建
物
に
は
、
土
地

の
地
番
（
登
記
簿
上
の
番
号
）
と
は
別
に
住

居
番
号
が
付
番
さ
れ
ま
す
の
で
、
同
地
区
に

建
物
を
新
築
・
改
築
し
た
と
き
は
、
住
居
番

号
を
付
番
す
る
た
め
の
届
出
（
新
築
等
届
出

書
）
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
住
居
表
示
実
施
地
区　

青
柳
町
、
泉
町
、

伊
勢
原
町
、
稲
生
一
丁
目
・
二
丁
目
、
海
老

島
町
、
大
塚
町
、
大
西
町
、
大
山
一
丁
目
〜

三
丁
目
、
家
中
新
町
、
上
畑
町
、
切
添
町
、

小
真
木
原
町
、
桜
新
町
、
三
光
町
、
山
王
町
、

城
南
町
、
城
北
町
、
昭
和
町
、
新
海
町
、
神

明
町
、
末
広
町
、
砂
田
町
、
千
石
町
、
大
東

町
、
大
部
町
、
大
宝
寺
町
、
宝
町
、
宝
田
一

丁
目
〜
三
丁
目
、
長
者
町
、
朝
暘
町
、
茅
原

町
、
道
形
町
、
友
江
町
、
鳥
居
町
、
苗
津
町
、

新
形
町
、
錦
町
、
西
新
斎
町
、
の
ぞ
み
町
、

馬
場
町
、
東
新
斎
町
、
東
原
町
、
日
出
一
丁

目
・
二
丁
目
、
日
吉
町
、
日
和
田
町
、
双
葉

町
、
文
園
町
、
平
成
町
、
ほ
な
み
町
、
本
町

一
丁
目
〜
三
丁
目
、
美
咲
町
、
道
田
町
、
み

ど
り
町
、
美
原
町
、
三
和
町
、
睦
町
、
湯
野

浜
一
丁
目
・
二
丁
目
、
由
良
一
丁
目
〜
三
丁

目
、
陽
光
町
、
余
慶
町
、
淀
川
町
、
若
葉
町

■
届
出　

新
築
等
届
出
書
に
案
内
図
２
部
、

配
置
図
１
部
、
平
面
図
１
部
を
添
付
し
て
本

所
市
民
課
☎
内
線
１
５
８
へ

安
心
・
安
全
な
水
の
た
め
に 

８
月
１
日
〜
７
日
は「
水
の
週
間
」で
す

　

地
下
水
を
は
じ
め
と
す
る
水
は
限
り
あ
る

貴
重
な
資
源
で
す
。
安
定
的
・
永
続
的
に
利

用
し
て
い
く
に
は
一
人
ひ
と
り
の
心
掛
け
が

大
事
で
す
。
８
月
は
水
の
使
用
量
が
多
く
な

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ふ
だ
ん
以
上
に

大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
政
策
企
画
課
内
「
庄
内
南
部
地
域
地

下
水
利
用
対
策
協
議
会
」
事
務
局
☎
内
線
５

２
４み

ん
な
で
応
援 

８
月
８
日
は「
だ
だ
ち
ゃ
豆
の
日
」で
す

　

当
日
は
鶴
岡
市
長
の
市
場
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
や
鶴
岡
駅
・
庄
内
空
港
で
の
振
る
舞
い
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

▼
命
名
理
由　

▽
「
だ
だ
ち
ゃ
」
は
「
お
や

じ
（
パ
パ
）」
を
意
味
し
、「
８
８
」
は
「
パ
パ
」

と
読
め
る
か
ら　

▽
数
字
の
「
８
」
が
２
粒

さ
や
が
多
い
だ
だ
ち
ゃ
豆
の
特
徴
を
表
し
て

い
る
か
ら　

▽
旬
の
お
い
し
い
時
期
だ
か
ら

■問
本
所
農
政
課
☎
５
７
３

振
り
込
め
詐
欺
・
送
り
付
け
詐
欺

高
齢
者
を
狙
っ
た
手
口
に
注
意

▽
突
然
、
息
子
や
孫
を
名
乗
る
電
話
で
お
金

を
頼
ん
で
く
る　

▽
警
察
官
や
銀
行
関
係
者

を
名
乗
る
電
話
で
銀
行
等
の
口
座
情
報
を
聞

き
出
す　

▽
自
宅
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
届
き

複
数
の
会
社
か
ら
電
話
で
お
金
を
要
求　

▽

レ
タ
ー
パ
ッ
ク
や
宅
配
便
で
お
金
を
要
求

　

少
し
で
も
不
安
に
思
っ
た
ら
、
鶴
岡
警
察

署
☎
28
‐
０
１
１
０
へ
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
６
６
２

期
日

会
場
（
就
学
予
定
校
）

９/ 
17
○水
京
田
小
（
同
小
、
栄
小
）

18
○木
三
瀬
小
（
同
小
、
小
堅
小
、
由
良
小
）、

湯
野
浜
小
（
同
小
、
加
茂
小
）

19
○金
上
郷
小
（
同
小
、大
泉
小
）、藤
島
小
（
同

小
、
長
沼
小
）

24
○水
朝
暘
一
小
（
同
小
）、
西
郷
小
（
同
小
）

25
○木
朝
暘
二
小
（
同
小
）

30
○火
あ
さ
ひ
小
（
朝
日
地
域
）

10/
1
○水
温
海
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
温
海
地
域
）

2
○木
朝
暘
六
小
（
同
小
）

3
○金
朝
暘
四
小
（
同
小
）、
渡
前
小
（
同
小
、

東
栄
小
）、
羽
黒
二
小
（
羽
黒
地
域
）

7
○火
櫛
引
公
民
館
（
櫛
引
地
域
）

8
○水
朝
暘
三
小
（
同
小
）、
大
山
小
（
同
小
）

9
○木
斎
小
（
同
小
、
黄
金
小
）

10
○金
朝
暘
五
小
（
同
小
）

29
○水
に
こ
♥
ふ
る
（
未
受
診
者
）


